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						提供：Wikisource

					

					


					
					
					このページはまだ校正されていません
命名してからである。恐らく千葉と云ふ文字は葛繁の葛の葉が繁ると云ふ意みから出たのてはあるまいかと察せられる併し乍ら奈良朝時代に千葉と書けば即ち千葉（せんよう）と讀ませる筈であるから、知婆の字に代るに千葉の字を以てして、ちばと訓讀させるようになったのは遥か後の事てなければならない。

尚千葉家の記録に依ると、平直常が始めて千葉の地へ来て、池田の鄕に城を構へるに當り、忠常の言として「此地を千葉と稱するのは、我祖先葛原親王の御名に意を借りたものに違ひない、さすれば吾等は葛の葉の繁るが如くに蔓延つて世に勢ひを示さなければならぬ、のみならず知波の語は萬葉集の如き古書の中にも用ひてあり、吾等が此所に城を構ふるに至ったのは洵に因縁ありと云ふべしだ。故に以後は氏を千葉氏と名付けようとて、子常将よりは是れを氏とした」とある。乍併知波と云ふ字は萬葉集以前の諸書にも見へてゐるので、其一事を以ても、武人忠常は斯る事には多く頓着しなかつた事は察せられるし、葛原親玉の御名から、千葉の字を案出するに至ったのてあらう抔云ふに至っては餘りに我田引水の説てはあるまいか。

△千葉氏以前　以下少しく千葉町の沿革に就て記せば、成武天皇の御代に、國縣の制が布かれ、千葉の地に
國造（くにのつかさ）の置かれた以後の事は國史にも明らかにされてゐる處で、續いて千二百年前元正天皇の御代に、里を廢して郷の置かれた時、千葉の郷となし、代々其の制に依つて居た處、降って藤原氏が権勢を振ふやうになつて、國司と雖是れを自由に制し難く、私有地の制を設けて井を荘園と名付る事になつて以後は、千葉の地は何人の所有に属してゐたものか今夫れを知る事は出来ない。

△千葉氏の代　以上は千葉氏以前の歴史の大要である。夫れより永承年間に至










[image: ]

[image: ]

「https://ja.wikisource.org/w/index.php?title=Page:Chiba-machi_annai_(Shinkichi_Masujima,_1911).pdf/17&oldid=116244」から取得


					カテゴリ: 	未校正




				

			
			
		

		
			

		 このページの最終更新日時は 2018年8月9日 (木) 15:42 です。
	テキストはクリエイティブ・コモンズ 表示-継承ライセンスのもとで利用できます。追加の条件が適用される場合があります。詳細については利用規約を参照してください。



		プライバシー・ポリシー
	Wikisourceについて
	免責事項
	行動規範
	開発者
	統計
	Cookieに関する声明
	モバイルビュー



		[image: Wikimedia Foundation]
	[image: Powered by MediaWiki]





		

	
 

 

		
		

本文の横幅制限を有効化／無効化







